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裾 野 市 の部 活 動 改 革 
～学校と地域とが結びついた部活動改革～ 

令和６年１２月６日発行 

裾野市教育委員会学校教育課 

№３ 部活動担当 山中敏弘 

 

文部科学省の「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を受け、

裾野市も令和 5 年度から地域移行のための実証事業を始めました。今年の春に、地域移行の進捗状況をお伝え

しましたが、今回から範囲を広げ、現在と今後の取り組みをできるだけ詳しく発信していきます。 

半世紀続いた部活動が変わります ～裾野市ならではの地域移行を目指して～ 

１ 生涯学習としてのスポーツ・文化・芸術活動 

小・中学生に、将来も継続して親しむことのできる活動の機会をつくるために奮闘中ですが、そのために

は、教育委員会、学校、行政、そして保護者・地域の皆様のご理解とご協力が必要です。どうか子どもたちの

未来のために力を貸してください。 

 

２ “NPO法人アクティブすその”の設立申請 （県に申請中） 

まずは、休日の学校部活動から地域移行をスタートしていきます。少子化の中でも、今の種目を続けたい、

もっとうまくなりたい、新たな種目をやってみたいという生徒のニーズに応えるために設立します。 

学校と地域クラブ、関係団体との連絡調整、新たな地域クラブの発掘、指導者の派遣等を行います。いわ

ば、小・中学生にスポーツ・文化・芸術活動の場を設定し、将来の楽しみや生きがいにつながる「生涯学習」

を応援する機関としての役割を果たすことが目的です。 

 

３ 地域移行が可能なところから始める 

 ２０２７年（令和９年夏から）休日の学校部活動の完全移行を目指しています。 

 ２０２４年（R6） ２０２５年（R7） 2026年（R8） 2027 年へ 

国 「改革推進期間」  

ＮＰＯ法人 

アクティブ 

すその 

◎ＮＰＯ法人 

アクティブすその設立 

① 全体計画と年次計画 

② 地域クラブとしての資格確認 

③ 指導者としての資格確認 

④ 地域移行情報の発信 

⑤ 部活動コーディネーター配置 

⑥ 文化協会・スポーツ協会との連携  

 

各種検討委員会の運営補助 学校・関係団体等との連絡調整  

地域クラブの発掘 人材（指導者）の発掘 

兼職兼業教職員・地域指導者地域クラブに配置 

指導者の派遣管理・研修会の実施 

 

学校部活動

の再編 

 

新入生説明会の場を借りて 説明（休日の部活動廃止・地域クラブの説明） 

校長会・教頭会・職員に周知 

中学校保護者説明会 

生徒のニーズ調査 

◎移行可能な部活動から休日の部活動

を地域に移行 陸上競技部（夏以降） 

卓球部も移行予定 休日の部活動廃止 

地域クラブに 

移行した部活動 は 

休日の部活動廃止 

 実証事業の部活動は、平日は学校、休日は地域クラブで活動 
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 ２０２４年（R6） ２０２５年（R7） 2026年（R8） 2027 年へ 

 

 

 

現在、 

実証事業を

行っている 

地域クラブ 

 

 

 

 

生 徒 

保護者 

 

陸 上 実証事業…陸上競技部と 

地域クラブの合同練習 

顧問会 保護者会  

吹奏楽 実証事業…吹奏楽部地域 

連携合同練習（年 7 回） 

陸上競技部 STFC 地域クラブ（週 1 回） 

場所：裾野市陸上競技場 

 

実証事業…吹奏楽部地域連携合同練習 

場所：裾野東中学校（年 20回） 

 

 

 

吹奏楽部地域連携合同練習 

（年 20 回）検討中 

卓 球 実証事業…卓球部地域 

合同練習（月４回） 

顧問会 保護者会 

南小体育館：西中・東中・深良中 

希望する小学生を受入れて活動中 

野 球 裾野市合同チーム 

    顧問会 保護者会 

実証事業…卓球部地域クラブ合同練 

場所：裾野南小学校体育館（週１回） 

※卓球部地域クラブ（週１回） 

◎南地区：南小体育館 

※北地区：須山中体育館を検討中 

裾野市野球合同部活動 

 

△ 土・日・休日の地域クラブ活動は、練習会場が遠い場合、保護者の送迎が必要になります。 

△ 地域移行が進むと、地域クラブの運営資金が必要になります。受益者負担（月謝）が発生します。 

学校部活動

の地域クラ

ブへの移行 

中学校の部活動で 

① ある程度持続可能な活動 

 

② 単独チーム等が組めなくな

る可能性がある活動 

③ 文化協会・スポーツ協会と

連携しながら取り組む可能

性がある活動 

④ 中学校に部活動で、新しく

取り組む可能性がある活動 

顧問会  保護者説明会 

① NPO法人アクティブすそのから指導者を派遣 

（兼職兼業の職員を中心に元外部指導者等を充てる） 

② 合同で活動 

NPO 法人アクティブすそのから指導者を派遣（兼職兼業 同上） 

③ 協会と活動 

  NPO 法人アクティブすそのから指導者を派遣（兼職兼業 同上） 

④ 関係団体と連絡調整 

NPO 法人アクティブすその傘下のスポーツ・文化・芸術団体 

として活動 

 

４ 文化・芸術部門の紹介も小学生を対象にスタート 

  

合唱 桜コーラス 10月 17日（深良小学校） 
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詩吟 吟道連盟 11 月 18 日（裾野東小学校） ↑ 

 

 

 

 

 

   

華 道 

いけばな 

ひまわり教室 

11月 13日 

（千福が丘 

小学校） 

合 唱 

エイコーン 

11月 20日 

（西小学校） 
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華道（生け花）翠会 11 月 19 日（裾野南小学校） 

  

フラダンス 11 月 22 日 裾野学苑フラダンス教室（向田小学校） 

  
日本舞踊 花月流 八千代会 11 月 28 日（富岡第二小学校） 

【ＮＰＯ法人“アクティブすその”これからの動き】 

１ 情報の発信 2024年から 2027年に向かい学校部活動がどう変わるのか 全体計画と年次計画 

２ 校長会、各小中学校、行政・地域（市・県）との地域移行計画の共有 

３ 生徒のニーズ把握（地域移行を見据えた小学生中・高学年と現中学生） 

４ 受け皿となるスポーツ・文化・芸術クラブの確保と連絡調整 活動場所の決定 

５ 指導者の確保（スポーツ・文化・芸術における資格・資質／教員の兼職兼業／指導者研修） 

６ 財源の確保・・・予算の計画・配分・会計処理 

７ 安心・安全な地域クラブ移行のために必要な管理体制の構築 

①参加生徒の管理 ②指導者の管理 ③会場の管理 ④会計の管理 ⑤情報の管理 ⑥リスク管理 


